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＜研究ノート＞

ウズラの卵重と関連する形質の遺伝的パラメータの推定

野田賢治・宮川博充・中村明弘・水野蛙一郎・梅澤吉孝

愛知県農業総合試験場畜産研究部*，愛知県愛知郡長久手町480 1193

本試験は， ウズラの卵重と関連する形質の遺伝的パラメータを調査し，規格卵割合の多い卵用ウズラ

の効率的な育種方法を検討した。

重' ' 1 |帰分析によると，卵重は産卵率の影響がほとんどみられず，体重と卵体比（卵重/体重×100)の

2変数で， 卵重の推移が'一分に説明されることが確認された。 95～11.59の規格卵を産卵した個体の､ド

均体重は，系統の平均体重とほぼ同じ142～l43gであり, 11.5gを超えた卵を産む個体の体重は，系統

平均体壺より重く, 9.59未満の卵を産む個体は，系統平均体重より軽い体重を示す傾向がみられた。

卵菫の遺伝率は卵菫小系統で0.50の値が推定されたが，卵重大系統で0.11と低い値であった。体重の

遺伝率は両系統ともにO4以上の比較的高い値を示し，卵重と体重の表型及び遺伝相関は正の値が推定

された。一方，産卵率と卵体比の遺伝率は系統によって値が異なり，一定の傾向はみられなかった。

以上の結果から，規格卵を多く産卵する系統を造成するための選抜形質としては体重が有効であり，

卵重を直接選抜形質とするよりも，体重による選抜によって規格卵の増加が期待できると考えられた。
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重は辿伝率が比較的高く改良しやすい形質であると考え

られるが，商品価値の高い一定の範囲の卵重だけを多く

産卵させるための，遺伝育種情報については不明の点が

多い。

そこで，本試験では卵重に及ぼす遺伝形質の影響を調

査し，規格卵割合の多いウズラ系統を効率的に造成する

ための育種方法を検討した。

材料及び方法

供試ウズラは，愛知県農業総合試験場で系統造成5世

代目の卵用ウズラ2系統（卵重大系: 13父家系, 291ﾘ家

系からなる子雌76羽及び卵重小系： 8父家系, 16Iﾘ家

系からなる了雌50羽）で, 160日齢から200日齢まで照

lljl ll!fililが18時間一定で22℃以上に保温された， ウイン

ドウレス鶇舎において単飼育した。飼料は成鶉川cP

24%,ME2,810kcalを給与し，飲水は自由摂取とした。

洲査形質としては卵重(160口齢),体重(160HIM),

卵体比（卵重/体重×100),産卵率(161～200日齢）を取

り上げ， これら形質の卵重に及ぼす影響については重回

帰分析で行った。また， 各形質の遺伝的パラメータにつ

いては，横|ﾉ1 （1975）のプログラムよる枝分かれ分類

データの分散・共分散分析法で推定した。

緒 言

ウズラは実験動物として有用(Wilson""" 1961)

で，特に|Ⅱ:代交代が早いため遺伝学の研究に最適

(Mal･ks, 1990)であるとともに，産業としても重要な位

置を占めている。生産される鶉卵は，鶏卵と|司様に卵重

による規格があり， 9.5～11.59の卵重が最も高値で取り

引きされ， 9．59に満たない卵や, 11.59を超えたものは

商品価値が大きく低卜する。このように，卵菫の大小は

経営安定に大きく影響する要因となっており，養鶉農家

にとっては，規格卵を多く生産する，実用的なウズラの

改良に期待が大きい。

ウズラの卵重に関する遺伝パラメータのうち遺伝率

は， 初産IIW|1重で0.78, 12週齢卵菫で0.65 (Sittman"

"., 1966),初産|刑始2～3週後の卵重で0.50(Strongej

"., 1978)が碓疋されている。このような推定値から，卵
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かつた。両系統ともに， 9.5～11.5gの規格卵を産卵した

個体の平均体重は，系統の平均体重とほぼ同じ142～143

9であり, 11.59を超えた卵を産む個体の体重は， 系統

の平均体重より重かった。また，卵重小系では, 9.59未

満の卵を産む個体は，系統平均体重より軽い体重を示す

傾向がみられた。産卵率及び卵休比についても体重と|剛

様に‘規格卵を産卵した個体のそれぞれの平均値は，系

統の平均値とほぼ同じであった。

各形質の遺伝的パラメータの推定

各形質の辿伝率と表型及び遺伝相関を表4及び5に示

した。卵重の辿仏率は卵重小系で0．50の値が推定された

が，卵重大系で0.11と低い値であった。体重の辿伝率は

両系統ともに0．4以上の比較的高い値を示したが，産卵

率と卵体比の遺伝率は系統によって値が異なり，一定の

傾向はみられなかった。

卵菫と体重の表型相関は，卵重大系では0.52,卵重小

系では0.42とやや高い値が推定され，両者の遺伝杣|其lに

ついては，卵重大系では0.27,卵重小系では0.92の値が

推定された。また，卵重と産卵率の間では，卵重小系で

負の値が推定された。

土士 果川口

各形質の平均値

卵菫と各形質の平均値を表1に示した。卵菫は卵重大

系で10．79,卵重小系で10.2gと0.59の差がみられた

が，体重及び産卵率においては両系統の間にはとんと差

がなかった（体重：卵重大系1459,卵菫小系1439,産

卵率：卵重大系862％，卵菫小系86.4%)｡卵体比は卵重

とほぼ同じ傾向がみられた。

卵菫に及ぼす各形質の影響

菫回帰分析によって，卵重に関連する体重，産卵率と

卵体比の影響を調査した結果を表2に示した。両系統と

もに，重相関係数は08(p<0.01)以上，寄与率は0.7(p

<0.01)以上の高い値を示し，体重，産卵率，卵体此の標

準偏回帰係数は卵重大系ではそれぞれ, 1.029, 0.011,

0.988,卵重小系では, 0.845, 0.058, 0.929の値が得られ

た。従って，卵重は産卵率にほとんど影響されず，体重

と卵体比の2変数で，卵菫の推移が十分に説明されるこ

とが確認された。

規格卵及び非規格卵を産卵する個体の特性

卵重を規格卵と非規格卵に区分した場合の，各形質の

平均値を表3に示した。卵重大系では規格卵を産卵する

個体が多く，残りのほとんどは11.59を超える非規格卵

を産卵する個体であった。卵重小系では卵重大系と同様

に，規格卵を産卵する個体が最も多いが, 9.59未満ある

いはl1.59を超える非規格卵を産卵するII古|体の割合も高

表2. EW(Y)に対するBW(Xl),EP(X2),EBR

(X3)の影響

Table2. InnuenceofBW(Xl), EP (X2) and

EBR（X3）onEW（Y）

系統
Lines

重|Ⅱ|帰式
Multipulel-egressionformula表1. 各形質の平均値

Table1. Themeansoftraits Y＝-10.786＋0.076Xl+0.001X2+1.406X3

標準偏| '1帰係数

Standardpartial XI X2 X3
regressioncoefncient (1029) (0011) (0.988)

重相関係数

Multipulecorrelation O.996**
coemcient (R)

寄与率

Ratiool O.993**

contribution (R2)

Y=-10.257+0.070Xl+0.005X2+1.406X3

標準偏回帰係数

Standardpartial Xl X2 X3
regressioncoeiricient (0845) (0058) (0.929)

菫扣僕l係数

Multipulecorrelation O.840**
coemcient (R)

寄与率

Ratioo[ 0.705**

contribution(R2)
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LW:卵重大系. SW:卵菫小系．

LW:Largeeggweightline.

SW:Small eggweightline.

EW: 160LI齢卵In. BW: 160[l齢体重．

EW:Eggweightat l60daysofage.

BW:Bodyweightat l60daysofage.

EP: 161～200日齢産卵率．

EP:Eggproductionratefroml61to200daysofage

EBR:卵体比（卵重/体重×100).

EBR:RatiooIeggweight/bodyweight×100．

*SWの平均値に制して5%水準で有営差あり．

*SignifTcantlydifferentfromSWatP<0.05.

**SWの平均値に対して1%水準で有意差あり

**SignificantlydifferentfromSWatP<0.01.
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表3． 卵重区分による個体頻度とBW, EP, EBR

の平均値

Table3. The frequency of birds and the

average of BW, EP and EBR in

divisionofeggweight

40巻J2号

表5．

Table5．

(2003）

EWと他の形質との表型及び遺伝相関

Thephenotypicandgeneticcorrela

tionsbetweenEWandothertraits

系統
Lincs EBRBIハ EP

形質
Traits

系統
Lines

卵重区分
Divisionofeggweight ３
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LW

規格卵
Standard

slzeegg

(9.5～11.59)

SW
9.59未満
Less9．59

11.59超
Over11.5g

表型相関士標準誤差．

PhenotvDiccorrelations±standarderror．

遺伝相関（父十母成分±標準誤差)．

Geneticcorrelations(sireplusdamcom-

ponents=tstandarderror).

負の分散成分や分母が0となり，相関及び標準誤

差は計算不能．

Correlationestimatesandstandarderrorwere

notcalculatedduetotheexistenceofnegative

variancecomponentsorzeroofadenominator.

ｐ
ｐ
ｇ
ｇ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

個体額度

Frequenc
o｢birds

(％）

BW

(9)

EP

(％）

EBR

(％）

｝
５
８

１
２
－
４
５
－
０
８
－
６
６

２
－
４
３
８
８
｝

’
１
ｌ
Ｗ
Ｗ
－
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
－
Ｗ
Ｗ

Ｌ
Ｓ
－
Ｌ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
－
Ｌ
Ｓ

80

９

８

９
２
－
２
２
｝
５
１
７
７

１
１
－
５
５
｝
８
８
１
ｌ
》

－
４
２

６
エ
２
３
－
７
７
エ
７
７

６
－
４
４
－
８
８
－

国
１
１

|）

]〕

必ずしも有利な育種方法とはいえない而も持っている。

一方，重回帰分析の結果から，体重は卵菫に大きく影

響を及ぼす要因であることが明らかとなった。体重の遺

伝率は多くの研究者により報告値(Sittman""Z., 1966;

SeftonandSiegel, 1974 ;Strongaaj., 1978 ;Nestor"

"., 1982 ;岡本ら1986)と同様に，本試験でも0.4以上の

比較的安定した高い値が示された。さらに,Marks

(1979)は32世代にわたる長期選抜によって, 16週齢体

重と卵亜は増加したと報告し, Ricklefs andMarks

(1983)は4週齢体重の大方向への選抜によって，卵の長

さ，幅重量ともに増大したことを報告している。本試

験でも，卵重と体重の遺伝相関はStrong"al. (1978),

Minvielle(1998)の報告と同様に正の値が推定され，体

重の個体選抜によって卵重にも正の間接選抜反応が期待

できるといえる。さらに，表3の規格卵を産卵した個体

の体重の平均値は，系統の平均値とほぼ同じであった結

果からも，規格卵を多く産卵する系統を造成するには，

卵重よりも体重を直接選抜形質とすることが有利と思わ

れる。すなわち，体重大及び小のものを淘汰し，系統の

平均値に近い体重の個体を選抜し，系統のばらつきを小

さくし，一定の範囲の体重にそろえることが，結果的に

は一定の範囲の規格卵を増加させるのに，有効な方法で

はないかと考えられる。なお，適正な体重の範囲につい

ては，今後の選抜試験でさらに検討する必要があると思

われる｡

表4． 各形質の遺伝率推定値

Table4. Theheritabilityestimatesoftraits

系統
Lines EW BW EP EBR

LW0. 11±0.26 0.72±0.32 0.03±0.21 0.74±0．32

SW 0.50±0.34 0.40r0.39 0.77±0.35 0.09=t0．30

父十母成分士標準誤差．

Sireplusdamcomponents±standarderrol

考 察

本試験は規格卵を多産するウズラ系統を効率的に育種

する方法を検討するために，卵重に及ぼす遺伝形質の影

響を洲査した。卵重は遺伝率が比lli交的,冑iい形質であると

の報告(Sittman""., 1966 ;Strong""., 1978)があ

る反面，卵重の遺伝率は火きく変動するとの報告

(MarksandKinney, 1964)もある。本試験では，卵重の

遺伝率は卵菫小系では中程度の値が推定されたが，卵重

大系では低く，系統によってばらつく傾向がみられた。

また，卵重と産卵率の遺伝相関は，卵重小系で0．39の

負の値が推定され，卵重の選抜は，産卵率の低下を考慮

せざるを得ないと考えられる。 このことから，卵重の直

接選抜は集団によって効果に差がでることも予想され，
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る生体重と屠体形質佐賀大学農学部彙報60 : 9-16.
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GeneticParameterEstimatesforEggWeightand

itsRelatednaitsinJapaneseQuail

Kenji Noda, HiromitsuMiyakawa, AkihiroNakamura, Keiichiro

MizunoandYoshitakaUmezawa

AnimalHusbandryDivision*,Aichi-kenAgriculturalResearchCenter,

YazakoNagakute,Aichi-ken480 1193,Japan.

ThisexperimentwascarriedoLlttoestimategeneticparametersoneggweightand

itsrelatedtraitsinlargeeggweightline(LWline)andsmalleggweight line(SWline),

andtoinvestigatetheeffectiveselectionfor improvingtheproportionofstandard

egg-sizeinJapanesequail. Thefollowingconclusionswereobtained;

Usingthemultipleregressionanalysis, itwasfoundthateggweightwasaffected

bybodyweightandtheratioofeggweight/bodyweight,butnotbyeggproduction

rateintheLWandSWline. Inthebothlines,averagebodyweightofstandardegg-slze

(9.5-11.5geggweight) layinggroupwassimilartothemeansofallgroups,whereas

averagebodyweightoflargeegg-size(overll.59)layinggroupwasheavierandthat

ofsmallegg-size(less959) layinggroupwaslighterthanthemeansofallgroups.

TheheritabilitiesestimatedbysireplusdamcomponentanalysisoIvariancefor

eggweightwere0.50andO.ll intheSWandLWline, respectively. Theheritabilities

forbodyweightwereestimatedasacomparativelyhighvalue (aboveO.40), and

phenotypicandgeneticcorrelationsbetweeneggweightandbodyweightwere

positiveinthebothlines・Theestimatedheritabilityvaluesineggproductionrateand

theratioofeggweight/bodyweightweredifferentfrombetweenlines.

Theseresults indicatedthatbodyweightareauseful selectiontrait forstrain

establishmentofhighlayingstandardegg-sizeinJapanesequail.Therefore,selection

experimentonbodyweightcanbeexpectedtobebetterinincreasingproportionof

standardegg-sizethandirectselectiononeggweightinJapanesequail.

(JtJpα"GSE勘""心'Scje7zce,40･J66-J70,2003)

Keywords :eggweight,bodyweight,geneticparameter,selection,Japanesequail
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